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例言

l 本書はエフビ一介護サービス株式会社による高齢者複合施設建設に伴う長土呂遺跡群上聖端

遺跡Eの発掘調査報告書である。

2 事業主体者 エフビ一介護サービス株式会社

3 調査主体者 佐久市教育委員会

4 遺跡名及び発掘調査所在地 長土日遺跡群 上聖端遺跡ill (NNKill) 

佐久市長土呂字上大林

5 調査担当者 久保浩一郎

6 本書の編集・執筆は久保が行った。

凡例

1 遺構の略称は以下のとおりである。

H-竪穴住居祉 F一掘立柱建物祉 D 土坑 P ピット

2 遺構断面図の標高は遺構ごとに統一し、スケールパー上に値を示した。

3 遺構の計測値は以下の値である。

長軸長
占~2n

短軸長 。。
|桁行

柱問L~
床面積

4 スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

子
~ 地山 Eユ掘方 焼土範囲 閏間 柱痕

粘土 ・黒色処理 ..須恵器断面 総:;~~~~;~m~ 赤色塗彩 灰紬

5 遺物の実測図番号と写真番号は対応し、特に記載のないものは縮尺1/4で掲載した。

6 本書で示した方位は真北であり、座標値は世界測地系に準拠している。

7 遺物観察表における( )は推定値を、 ( )は残存値を示す。
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第 I章発掘調査の経過

第 1節発掘調査の経緯

上聖端遺跡は、佐久市長土日に所在する縄文時代から中世までの複合遺跡である (第 1図)。浅間南

麓の田切り台地上に位置し、標高730m内外を測る。過去2回の発掘調査が実施され、古墳時代から平

安時代にかけての竪穴住居祉等が確認されている。

今回、遺跡内でエフビ一介護サービス株式会社による高齢者複合施設建設工事が計画されたため、対

象地内の遺構確認を目的とした試掘調査を平成25年4月 15 日 ~16 日に実施した。 対象地 1 ，477rnに対

して320ぱをトレンチ調査した結果、対象地全域で奈良 ・平安時代の竪穴住居祉や掘立柱建物士止等が

検出された(第 2図)。保護協議の結果、遺跡の保存が不可能な部分について記録保存を目的とする発

掘調査を行うこととなった。

発掘調査は、平成25年 5 月 13 日 ~6 月 6 日に実施した。排土置き場を確保するため、調査区を東西

二つに分けて半分ずつ掘削 ・記録作業を行った。まず西側半分の表土を重機によ り除去し、排土を調

査区東側に仮置きした。次に国土地理院の平面直角座標系原点第四系を基点とする4mグ、リッドを設

置した(第 3図)。グリッドは調査区北端のX=31944、Y=-2152を起点とし東西方向にアルフ ァベッ

ト名を、南北方向にローマ数字名を付け、それらを合わせてグリッ ド名とした。

グリ ッド杭設置後、人力により遺構確認面の精査 ・遺構検出を行い、各遺構の掘削 ・記録作業を行

った。住居祉は4分割して対角線上の 2区画を床面まで掘削、 土層を記録、 残り 2区画の掘削、 床面

精査、柱穴・カマド掘削、土層を記録、 完掘、平面図作成、掘方掘削、土層を記録、掘方完掘、 平面

図作成という手順で調査した。遺物は区画ごとに取り上げ、床面上の遺物は平面位置 ・標高を記録し

て取り上げた。

第 l図 上聖端遺跡E位置図
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掘立柱建物祉は柱穴列を通る直線で半裁、土坑・ピットは長軸方向に半裁し、土層の記録、完掘、

平面図作成の手順で調査した。平面図はグリッド杭を用いた簡易遣方測量及び平板測量により作成し

た。写真はデジタル一眼レフカメラによるRAW及びJPEGデータと、 35mm一眼レフカメラによるカラ

ーリバーサルフィルムを用いて記録した。

調査区西側の記録作業終了後、仮設事務所等を東側に移動し、西側同様の手順で調査区内に 4mグ

リッドを設置し、遺構検出・掘削・記録作業を行った。
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局務事

仮設機材等搬入、パックホウにより西側半分の表土掘削を開始する。

グリッド杭打設。遺構掘削・記録作業を順次行う。

調査区西側の全景写真撮影

調査区平面図を作成、西側調査終了。

仮設事務所等西側に移動、東側表土掘削開始。

グリッド杭打設。掘削・記録作業を順次行う。

東側全景写真撮影。

調査区平面図作成。

機材撤収。現場での作業終了。

室内作業開始。遺物洗1争・注記・接合・実測・図面整理・報告書執筆

作業を順次行う。

報告書を刊行し、すべての作業を終了する。

調査日誌

平成25年 5月13日

5月16日~
5月22日

5月24日

5月27日

5月29日

6月4日

6月5日

6月6日

6月7日~

第 3節

平成26年 9月

遺構・遺物の概要

竪穴住居吐 6軒(古墳時代 l軒、奈良時代 5軒)、掘立柱建物壮

士坑 3基、ピット 164基、畝状遺構 1箇所、統路跡 1条

土師器(壷・嚢・坪・高杯・椀・鉢・羽釜)、須恵器(壷・寵・坪・部蓋・有台坪)、

石器(打製石斧・石嫉・磨石・敵石・カマド支脚)、鉄製品(鉄鉱・刀子・鑓)
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第 E章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

佐久市は長野県中央東端、群馬県に接し四方を山地・台地に固まれた標高700m程度の盆地内に位

置する。佐久平と呼ばれるとの盆地は、東に佐久山地、北に浅間山、甫に夢科山・八ヶ岳を望み、そ

の中央には千曲川が北流する。千曲川左岸の佐久平南側は夢科・八ヶ岳から緩やかに伸びる山裾と、

そこを流れる小河川により形成された小規模な扇状地及び千曲川の沖積低地が広がっている。一方千

曲川右岸の北側は、約23 ， 000年前と推定される塚原泥流や約 13 ， 000~10 ， 000年前の軽石流などの浅

間山火山噴出物により形成された台地である。佐久市北部にはこの軽石流が河川の浸食をうけて形成

された浸食谷、いわゆる「田切り地形」が特徴的に発達している。

今回発掘調査を実施した上聖端遺跡は佐久市北端部の長土呂地籍に所在している。周辺は、浅間第

一軽石流が小前川の浸食を受けて形成された田切り地形が発達しており、北東から南西方向に延びる

狭長な帯状台地上に遺跡が密集している(第4図)。

第 2節歴史的環境

軽石流に厚く覆われた本遺跡周辺では、旧石器時代の遺跡は確認できないため、ここでは縄文時代

以降に周辺の田切り台地がどのように利用されてきたのかを概観したい

縄文時代の集落は本遺跡より北側の御代田町や小諸市の浅間山麓に立地しており、本遺跡周辺では

落し穴などの遺構が散見される程度である。当時は狩猟採集の場として利用されていたと考えられる。

弥生時代では、本遺跡西側の上大林遺跡や下聖端遺跡で後期の住居牡が確認されているが、台地上

の生活痕跡は依然希薄である。当該機の集落は水田経営に適した低地に面して形成されるようであり、

本遺跡より西側の周防畑遺跡群や西近津遺跡群などで大規模集落が確認されている。

古墳時代後期になると、本遺跡周辺の台地上に広く集落が展開するようになる。特に長土呂遺跡群

聖原遺跡や芝宮遺跡群などは平安時代まで継続する大規模なものである。

奈良・平安時代には、本調査区を含む長土日遺跡群、濁川を挟んで北側の芝宮遺跡群、南西の周防

畑遺跡群・西近津遺跡群などに大規模集落が形成される。これらの遺跡は遺構・遺物ともに佐久市内

において他を圧倒しており、長土日周辺に佐久郡街が存在していた可能性が高いと考えられている。

本遺跡東側に隣接する聖原遺跡では、 6世紀から 12世紀前半までの集落跡が調査され、 800棟以上の

竪穴住居祉、 850棟以上の掘立柱建物吐が検出された。円面硯、帯金具、皇朝卜二銭、 「伯万私印」

の石製印など、郡街との関連を示唆する遺物が出土しており、律令体制下で形成された計画村落であ

ったと考えられている。本調査区を含めた上聖端遺跡でも同様の時期の竪穴住居吐と掘立柱建物牡が

検出されており、西側に所在する下聖端遺跡や上大林遺跡とともに、聖原遺跡から続く一連の集落と

捉えることができる。濁川対岸の芝宮遺跡群においても、円面硯や和同開弥、海獣葡萄鏡などの特殊

な遺物が出土しており、溝により区画された範囲が郡街跡である可能性も指摘されている。現在は田

切りにより画されるこれらの遺跡であるが、当時の田切りは現在よりも小規模であり、集落はより広

大なものであった可能性も考えられる。また郡街に関連して、貞観八年 (866年)に定額寺に列され

た「妙楽寺」の存在も注目される。周防畑遺跡群や西近津遺跡群では、寺院に関係する可能性のある

瓦が出土しており、周辺に「妙楽寺」が存在した可能性が考えられる。

平安末期には、岩村田を中心とした千曲川右岸に八条院領の大井荘があったと考えられ、鎌倉時代

になると、小笠原長清の子、朝光が大井荘に土着し大井氏を名乗るようになる。大井氏は岩村田を中

心とする佐久北部に勢力を振い、現在の岩村田の基礎となった。本遺跡周辺では栗毛坂遺跡群前藤部

遺跡が大井荘の郷村のーっと考えられ、平安時代末の竪穴住居祉や中世の竪穴状遺構、中国産の天目

茶碗・青磁・白磁、各種国産陶器が出土している。
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第 3節基本層序

本調査区における基本層序は4層に大別できる。 1層は造成土であ

る。 0.1'"1.5mの厚さで認められ、南側ほど厚い。E層は黒褐色を

呈する旧表土である。南側では10cm程度の厚さで確認できるが、北

側では削平されている。 E層は旧表土と地山との漸移層である。南

側では10cm程度の厚さで認められるが、中央及び北側では削平され

ている。遺構はE層上面で確認できた。 百層は浅間第一軽石流の地

山である。 北側では造成土直下が地山となる。

5 

第 5図 基本層序模式図
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第E章遺構と遺物

第 1節竪穴住居祉

Hl号住居祉 調査区中央南寄りのFIXグリッドに位置し、南側の一部を撹乱に切られる。ほぽ正方

形を呈し、長軸4.90m、短軸4.83m、床面積22.4rri、主軸N-5 0 -wを測る。壁残高は18----30cmで、

東西辺の北側と北辺に壁溝が認められる。住穴はPl----P4で、柱聞は東西2.37m、南北2.46mである。

カマドは北辺やや西寄りに設けられ、粘土により構築されている。両袖部はほとんど残っていないが、

地山を削り残して袖の基部としている。中央から須恵器の坪(1)が置かれたような状態で出土した。

遺物は須恵器の坪 ・有台坪 ・蓋、土師器の椀・費、鉄鍛、打製石斧などが出土している。

1----5は須恵器である。 1----3は坪で、 1は底部からわずかに外反しながら立上る形態で、底部は

回転糸切り後、周囲にヘラケズリが施されている。焼成は良好で火樺痕が認められる。カマド中央に

正位で置かれたような状態で出土した。 2は底部から内湾外傾して立上り、口縁部がわずかに外反す

る。底部はへラキリ後周囲にヘラケズリが施されている。灰白色を呈し焼成不良である。 3は外反外

傾して立上り、口縁部が強く外反する。焼成は良好である。 4は有台杯で、底部から屈曲して立上る。

底部は回転糸切り後に高台が付けられており、中央に回転糸切り痕を留める。焼成は良好である。 5

は坪蓋で、宝珠形のつまみを有し天井部にヘラケズリが施される。焼成は良好である。 6----15は土師

器である。 6は非ロクロ成形の坪で、内面には所謂「機内系暗文」が施される。外面は口縁部から体
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¥ ¥¥ 、

"二。、、 、
仕叫):

、ー l

¥ ¥ _Q_ ¥ 111 
<--' P4 

1.黒褐色土(lOYR3/2) 粘土ブロック含む。

2.黒褐色土 (10YR3/2) 小ロームブロック少量含む。

3.黒褐色土(lOYR3/2) ロームブロック多量含む。

4.黒褐色土(lOYR3/1) 粘土ブロック・炭化物少量含む。

5.灰褐色土 (5YR4/2) 粘土・焼土ブロック多量含む。

6.にぶい黄燈色粘土 (10YR7/3)

7 黒褐色土(lOYR3/2) 小ロームブロック少量含む。

8.浅黄色土 (2.5Y7/4) しまり非常に強い。

9.燈色粘土 (2.5YR6/6) 黒色土ブロック少量含む。

B g' 
3 

微 弱磁場r-¥ 3 務~~務協勿mmmm~

C c' 

日 D' 

標高 731.5m
o 1:80 2m 

10.黒褐色士 (10YR3/1) ロームブロック少量含む。

11 黒褐色土 (10YR3/2) ローム少量含む。

12 黒褐色土(lOYR3/1) しまりやや弱い。

13.黒褐色土 (10YR3/1) ロームブロック多量含む。

14.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

15.にぶい黄燈色土 (10YR6/4) ロームブロック少量含む。

16.黒褐色土 (10YR3/1) ロームブロック多量含む。

17 にぶい黄燈色土 (10YR7/3)黒色土ブロック少量含む。

第 7図 H1号住居祉遺構実測図
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12 

部上位にナデが、体部下位にはケズリが施される。轍密な胎土で、群馬県からの搬入品と考えられる。

7はロクロ成形の杯で、内面はミガキと黒色処理が施される。底部は切り離し方法は不明だが前面に

へラケズリが施される。 8はロクロ穫で、体部外面にはヘラケズリが施される。 9~15は武蔵奮であ
る。口縁部は「コ」の字気味で、口縁部と体部上位の径が同等かわず、かに体部上位が張る形態である。

12は住居吐北西角付近の床面上で出土した。 16は打製石斧である。安山岩製で薄い板状の剥片を素材

としているが、刃部を欠損している。混入品と考えられる。 17は鉄鉱である。短頚有茎で銑身は五角

形を呈し、闘は角、造込は平である。 18は万子と考えられるが、先端及び基部を欠く。

日l号住居土止は、出土遺物の特徴から 8世紀第 3四半期に位置付けられる。

// 
9 

H寸/レ(

¥対フ/
亡二三コ

o lA 10cm 

17 16 。
第 8図 H1号住居祉遺物実測図
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1・80。
粘土・焼土ブロック少量含む。

黒色土を帯状に少量含む。

黒色土ブロック・小ロームブロック少量含む。

大きい粘土フやロック含む。

焼土ブロック・ロームブロック少量含む。

小ロームブロック少量含む。

ロームブロック少量含む。

黒褐色土少量含む。

燈色粘土多量含む。

黒色土ブロック少量含む。

ローム多量含む。

1. ~音褐色土 (10YR3/3)

2.日音褐色土(10YR3/3)

3.暗褐色土 (10YR3/3)

4.日音褐色土 (10YR3/3)

5.日音褐色土 (10YR3/3)

6.黒褐色土 (10YR3/1)

7.黒褐色土 (10YR3/1)

8. ;燈色粘土 (2.5YR6/6)

9.黒褐色土 (10YR3/1)

10灰黄褐色砂質土 (10YR6/2)

11.黒褐色土 (10YR3/1)

~ トヲ戸ミミゴ実主主主Y

F七ベミ三ι〆

。。
10Gm 。

7 

H2号住居祉 調査区西端のIJXグリッドに位置し、西側が調査区外に延びる。検出部は長軸4.14m、

短軸1.55m、床面積3.2m、主軸N-140 -wを測る。壁残高は63~72cmで、壁溝は認められない。柱

穴はP1 1基のみ検出された。カマドは北辺に設けられ、粘土により構築されている。

遺物は須恵器の坪・壷、土師器の杯・壷・寵、軽石製品が出土している。

1~3 は須恵器である。 l は坪で、底部はヘラキリ後全面に手持ちへラケズリが施される。平底で体

部はわずかに外反しながら立上る。 2は有台部で、底部はヘラキリ後全面に手持ちヘラケズリが施され、

高台が付けられている。 3は査である。須恵器の焼成はいずれも良好であり、 1には火棒痕が認められ

る。 4~8は土師器である。 4 はロクロ成形の坪で、底部は切り離し方法は不明だが全面にヘラケズリ

が施される。内面はヘラミガキと黒色処理が施される 5は非ロクロ成形の坪で、底部から体部にヘラケ

ズリが施され、口縁部にはヨコナデが施される。内面はわずかにヘラミガキが施される。 6は土師器の

壷と考えられる。 7・8は武蔵奮で、頚部は「コ」字気味となり、 8は体部の張りが弱く口縁部に最大

径をもっ。 9は編物石と考えられる。 10は軽石製品で、用途は不明だが、楕円形に整形されている。

日2号住居祉は出土遺物の特徴から 8世紀第 3四半期に位置付けられる。

-9一

日2号住居吐遺構・遺物実測図第 9図



⑧ fJ. 
A A' B' C c' 

6C
 

標高 731.6m 
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B 黒褐色士 (lOYR3/1)

小ロームブロック少量含む。

ロームブロック多量含む。

小ロームブロック ・炭化物少量含む。

ローム多量含む。

小ロームブロ ック少量含む。

ロームブロ ック ・黒褐色土ブロック多量含む。

ロームブロック ・黒褐色土ブロ ック多量含む。

樫色粘土ブロック少量含む

灰多量含む。

日' 1. ~音褐色土 (lOYR3/3)

2.暗褐色土 (lOYR3/3)

3.黒褐色土 (lOYR3/l)

4.黒褐色土 (lOYR3/1)

5.黒褐色土 (lOYR3/2)

6.褐灰色土 (lOYR4/1)

7. P音褐色土 (lOYR3/3)

if竺F二三三デ三雪空~--::::::___:壇聖~ ~ 
4 

。 1 :4 10cm 

第10図 H3号住居杜遺構・遺物実測図

H3号住居祉 調査区西端北寄りのJVsグリッドに位置し、西側が調査区外に延びる。検出部は長軸

4.59m、短軸1.54m、床面積5.2rrl、主軸N-140 -wを測る。壁残高は42""-'48cmで、壁溝は認め られ

ない。住穴はPl・P2が検出された。柱聞は2.56mで、ある。カマ ドは検出されなかったが、北辺の調

査区外にあると考えられる。

遺物は少量だが、須恵器と土師器が出土した。 1・2は須恵器である。 1は杯蓋で、外面には自然

軸が認め られる。端部は外面のナデにより強く外反する。焼成は良好である。 2は費の肩部片で、外

面にタタキ目がみられる。灰白色を呈し焼成は不良である。 3・4は武蔵曹の底部で、いずれも外面

にはヘラケズリが施される。出土遺物は少ないが、 H1・H2号住居I止同様の 8世紀第 3四半期に位

置付けられるものと考えられる。

H4号住居祉 調査区北西端のJVグリ ッドに位置し、 F1号掘立柱建物祉に切られる。西側と北側

が調査区外に延びる。全体に撹乱を受けており埋土はほとんど残っていなかった。検出部は長軸

5.35m、短軸2.05m、床面積9.5ぱ、主軸N-240 -wを測る。南辺に長軸1.1m、短軸1.0mの張出部を

有する。壁残高は20""-'25cmで、南辺と東辺に壁溝が認められる。住穴はPlの l基が検出された。張

出部のP3は貯蔵穴と考えられる。

遺物は土師器と石製品が出土した。 1""-'5は土師器である。 1. 2は杯で、 1は半球状の底部から

体部に段を有し口縁部が外反する。外面は底部にヘラケズリ、口縁部にナデが施される。内面はヘラ

ミガキが施される。 2は須恵器杯蓋を模倣したもので、体部と口縁部の境に段を有する。内面及び口

縁部外面にミガキが施され、内外面とも赤色塗彩が施される。 3は鉢と考えられる。内外面ヘラミガ

キが施される。 4は高坪で、杯部内面には黒色処理が施される。脚部は内面にヘラケズリ、 外面にへ

ラミガキが施される。 5は査の底部である。内外面にヘラミガキが施される。6は蔽石である。縁辺

に蔽打痕が認められる。 7は縄文土器で、混入品である。縄文時代後期の組製深鉢と考えられる。

出土遺物及び張出部を有する住居形態から、6世紀中葉""-'7世紀初頭に位置付けられる。

nu
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1. R音褐色土 (10YR3/3)

2.黒褐色土 (10YR3/1)

3.黒褐色土(10YR3/2)

4.黒褐色士(10YR3/1)

5.黒褐色土(10YR3/1)

Fl-PI 

一一---三二了守三弓珍と

均額勿務務援協~務揚揚揚

PI 
C' 

P2 
_Q_ 5 D' 

務
標高 731.5m。 1 :80 2m 

焼土ブ、ロック ・炭化物少量含む。 8.黒褐色土 (10YR3/1) H音褐色土少量含む。

しまり強い。小ロームブロック ・焼土ブロック 9.にぶい燈色土 (5YR7/4)

少量含む。

小ロームブロック少量含む。

ロームブロック少量含む。

暗褐色土少量含む。

黒褐色士少量含む。

10.灰黄褐色土 (10YR4/2) ロームブロック多量含む。

11 にぶい黄褐色土(10YR4/3) ロームブロック多量含む。

12 黒褐色土 (10YR3/1) しまりやや強い。

6 にぶい黄燈色土 (10YR6/4) 黒褐色土ブロック少量含む。

7.暗褐色土 (10YR3/3) ローム ・黒褐色土少量含む。

13.明黄褐色土 (10YR7/6) ロームブロック多量で黒褐色土

少量含む。
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H5号住居祉 調査区中央のE刊グリ ッドに位置する。東西に長い長方形を呈し、 長軸3.64m、短軸

2.77m、床面積10.1ぱ、主軸N-100 -wを測る。壁残高は20"'"32cmで、南辺西側から東辺北側まで壁

溝が巡る。柱穴は確認されなかった。 P1・P2は貯蔵穴と考えられる。 P3・P4は出入り 口施設と考え

られる。カマドは東壁中央に設けられ、粘土と磯で構築されている。中央には支脚石が立てられていた。

遺物は須恵器・ 土師器 ・灰紬陶器、石製品、石器が出土した。 1""'3は須恵器である。 1は坪で、 底

部回転ヘラキリ後全面ヘラケズリが施される。焼成は不良で一部赤褐色を呈する。 2は坪蓋で、内面に

かえりを有する。 3は壷ないし曹の口縁部である。4は武蔵費である。 5は灰紬陶器の皿の底部片で、

高台は断面三角形を呈する。 6はカマ ドの支脚石である。軽石を削って成形している。 7・8は軽石製

品である。楕円形に整形されているが用途は不明である。 9は石嫉である。混入品と考えられる。

H5号住居士止は 8世紀第 3四半期に位置付けられるものと考え られる。
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日

1.黒褐色士 (10YR3/1)

2. H音褐色土 (10YR3/3)

3.黒褐色士 (10YR3/1)

4.黒褐色土 (10YR3/1)

5.黒褐色土 (10YR3/1)

5. s音褐色土(lOYR3/3)

7.黒色土 (10YE2/1)

ロームブロック少量含む。

黒褐色土ブロック少量含む。

ローム少量含む。

小ロームブロ ック少量含む。

ロームブロック少量含む。

小ロームブロック少量含む。

小ロームブロック少量含む。
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第12図 H5号住居牡遺構 ・遺物実測図

12 

誠
標高 731.9m

o 1:80 2m 
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目 黒褐色粘質土 (10YR3/1)

9.にぶい黄褐色粘土 (10YR5/4)

10 にぶい褐色粘土 (7.5YR5/3)

11 暗褐色土(lOYR3/3)

12 黒褐色土(lOYR3/2)

黒褐色土多量含む。

黒褐色士ブ、ロック少量含む。

ローム少量含む。

ロームブロック多量含む。

H6号住居祉 調査区東端のBVIグリッ

ドに位置する。ほぽ正方形を呈し、 長軸

2.78m、短軸2.71m、床面積6.9rri、主軸

N-30 
- Wを測る。壁残高は31"'-'40cmで、

壁溝は認められない。 柱穴は確認されな

かった。 P1 • P2は出入り口施設と考え

られる。 南辺中央がわずかに張出し、

P190が存在する。 P190も本住居祉に伴

う遺構である可能性も考えられる。カマ

ドは北壁中央に設けられ、煙道部及び袖

部の粘土がわずかに遺存していた。粘土

と磯で構築されたと考えられ、西側袖部

で検出された磯もカマドに使われたもの

と考えられる。煙道部には武蔵嚢(10)
が転用されており 、 口縁部を下にして粘

土で固定されていたと考えられる。カマ

ド燃焼部付近では床面および埋土第 2・

8層中より土師器の費や羽釜が出土して

いる。

遺物は須恵器の杯 ・杯蓋 ・嚢 ・壷、土

師器の聾 ・羽釜、万子、砥石が出土した。

1"'-'6は須恵器である。 1は坪で、底

部は回転糸切り後周囲にヘラケズリが施

される。 2は杯蓋で、天井部にはヘラケ

ズリが施される。 3"'-'5は費である。い

ずれも体部外面に平行叩目が認められる。

3・4は肥厚する口縁部直下に断面三角



""1 
10 

⑥ _j/¥} 

7ロ訟子「
旋支三主百三孫
勿勿場勿タ努務グ~

.16 
B 

♀ ιる五
一二/P3三11-- -

C C' 

10 
標高 732.1m 

1 :40(D-D') 1m 

o 1:80 2m 

8.黒褐色土 (10YR3/2)

1.褐灰色土 (10YR4/1) 小ロームブロック少量含む。 9 黒褐色土 (10YR3/2)

2. s音褐色土 (10YR3/3) ロームブロック多量含む。 10.黒褐色土 (10YR3/2)

3.黒色土 (10YR2/1) ロームブロック少量含む。 11. s音褐色士 (10YR3/3)

4.黒色土 (10YR2/1) 粘土ブロック多量含む。 12.黒褐色土 (10YR3/1)

5.黒褐色土(10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。 13. s音褐色粘土 (10YR3/3)

6 黒褐色土 (10YR3/2) ローム少量含む。 14 黒褐色土 (10YR3/1)

7. s音褐色土(10YR3/3) 粘土ブロック少量含む。 15 黒褐色土(10YR3/2)
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小ロームブロック ・砂少量含む。

ローム少量含む。

小ロームブロック少量含む。

小ロームブロック少量含む。

炭化物少量含む。

ロームブロック少量含む。

ロームブロック多量含む。

ローム少量含む。
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第13図 H 6号住居牡遺構 ・遺物実測図(1)

形の突帯を貼り付けている。 4は接合痕が認められ、焼成も不良でやや粗雑な造りといえる。 5は底

部で外面に平行叩目が認められる。 4と同一個体と考えられる。 6は長頚壷の肩部片で、沈線と櫛歯

状の刺突文が認められる。 7------15は土師器である。 7・8はロク口聾である。 7の頚部は「く 」の字

を呈し、 口縁部に最大径を有する。外面は体部にヘラケズリ、頚部から口縁部にロクロナデが施され

る。内面は頚部までハケ目調整が認められるが、その後体部上半からロクロナデが施される。 8の頚

部は「く」の字を呈 し、胴部に最大径を有する。外面は体部にヘラケズリ、頚部から 口縁部にロクロナ

デが施される。内面は体部下半に縦ないし斜め方向のハケ目が、体部上半にはカキメが、口縁部には

口クロナデが施される。 9------14は武蔵費である。頚部は「く」の字を呈するもの(9・10)と 「コ」の

字気味となるもの (11------12)、「コ」の字を呈するもの (13)があるが、いずれも口縁部と胴部最大径が

ほぼ同径となる。 15はロクロ成形の羽釜である。胴部最大径から内傾して口縁部に至り、端部は面取

りされる。体部外面下半にはヘラケズリが施される。 16は鉄製の刀子と考えられる。17は砥石で、上

部を欠損するが 4面全体を使用している。遺物の特徴から本祉は 8世紀第 3四半期に位置付けられる。
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第 2節掘立柱建物吐

Fl号掘立柱建物祉 調査区北西端のIVI、JV. VI・刊グリッドに位置し、 H4号住居祉を切る。桁

行 2問、梁行 2聞の長方形を呈する側柱建物である。東西4.20mX南北3.76m、主軸はN-160 引人

面積15.3rrlを測る。柱聞は東西2.00~2.15mで平均2.05m、南北1.78~ 1.98mで平均1.84mを測る。

柱穴は楕円形を基調とし、深さは20~47cmである。

遺物は奈良・平安時代と考えられる土師器片が出土した。

ぜD
-
P
A
 

H4 

露骨
草聖
白E
"X' I 

~Q) 

C P7 c' 
P5 P6 

。コ五
Ps 

標高 731.7m 。 1 :80 2m 

~ 。ぷ 1.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。
2.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック多量含む。

P6 P7 3.褐灰色土 (10YR4/1) ローム多量含む。

第15図 F1号掘立柱建物吐遺構実測図

_c_Q号

F2号掘立柱建物祉 調査区北西の日V、IVグリッドに位置する。東西l問、南北 l聞の正方形を呈

する建物である。東西2.16mX南北2.01m、主軸はN-ll0 -w、面積4.1r討を測る。柱聞は東西が

2.16mと2.07mで平均2.12m、南北が1.84mと2.01mで平均1.93mである。柱穴は円形だがPlのみ楕

円形を呈し、深さは37~44cmである。

遺物は奈良・平安時代と考えられる土師器片が出土した。

⑧ 
ムq 、li

ム P2 Pl j{ ~ P3 P4 B' 

標高 731.9m 
o 1 :80 2m 

ム⑨ 司王 1.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

2.褐灰色土(lOYR4/1) ローム多量含む。

第16図 F2号掘立柱建物壮遺構実測図

F3号掘立柱建物祉 調査区中央北側のGV、日Vグリッドに位置する。東西 2問、南北 2聞の正方

形を呈する側柱建物である。東西2.99mX南北2.99m、主軸はN【 90。

西 1. 3幻3~ 1. 5日6mで平均1.47m、南北1.39~ 1.56mで平均1.46mで、ある。柱穴は円形だが、 P2 . Psの

み楕円形を呈する。深さは16~45cmである。柱穴の切り合い関係はないが、 F4 号掘立柱建物祉と重

なるため、建て替えが行われたものと考えられる。

遺物は古墳時代~平安時代と考えられる土師器片が出土した。
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⑧ ムqJFTf

_i_ Qp460 @ 。に

主。@主日主 Q立

務務後後務参多 向田
P4 

」二 2

m 
4 Pg (' 

取扱磁 標高 731.9m 
o 1:80 2m 

i 黒褐色土 (lOYR3/2) 小ロームブロック少量含む。

2.黒褐色土 (lOYR3/1) 小ロームブロ ック ・暗褐色土少量含む。

3.黒褐色土 (lOYR3/1)

4.黒褐色土 (lOYR3/1)

5.褐灰色砂質土 (lOYR5/1)

ロームブロ ック多量含む。

ローム多量含む。

ローム少量含む。

第17図 F3号掘立柱建物祉遺構実測図

F4号掘立柱建物祉 調査区中央北側のFV・VI、GV・VI、HV'VIグリ ッドに位置する。桁行 3

問、梁行2間の長方形を呈する側柱建物で、南側に庇が付くと考えられる。桁行4.37mX梁行3.10m、

主軸はN-850 -E、面積13.5ぱを測る。庇を含めると梁行3.98m、面積17.5ぱとなる。柱聞は桁行1.31

""1.58mで平均1.45m、梁行1.25""1.55mで平均1.46mである。庇部分の柱聞は桁行の西側が1.51m、

東側が2.96mである。東側が広くなるが、これを 2間分とすれば、桁行の平均は1.49mとなる。梁行

では0.81""1.09mで、平均0.94mとなる。柱穴は円形で、深さは8""2 6cmである。柱穴の切り合いは

ないが、 F3号掘立柱建物I止と重なるため、建て替えが行われたものと考えられる。

遺物は奈良 ・平安時代と考えられる土師器片が出土した。
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1. n音褐色 (lOYR3/3)

2 黒褐色土 (lOYR3/1)

ローム少量含む。

小ロームブロック少量含む。

標高 731.9m 
o 1:80 2m 

P4 3
 

nr 
p， A' P2 

。五

OJ 
核削~物倒勿物数努多/

C P6 1 
P9 ι 

C 
3 

。工 蕩湯協後勿後級協グd家

。主
~脇

1 物 務協
3 黒褐色士(10YR3/1) ロームブロック多量含む。

4.にぶい黄燈色土(10YR6/4) ロームベースで黒褐色土ブロック少量含む。

5.黒色土(10YR2/1)

第18図 F4号掘立柱建物祉遺構実測図
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F5号掘立柱建物祉 調査区南東端のBVIII・医グリッドに位置する。桁行1問、 梁行2聞の長方形を呈

する側柱建物である。桁行3.55mX梁行2.58m、主軸はN-810 -E、面積9.1mを測る。柱聞は桁行の

北辺が3.42m、南辺が3.55mで平均3.49m、梁行は1.20.........1.35mで平均1.28mである。深さは25.........43

ClIlで、 PlとP4では柱痕が認められ、柱径はPlで13.2clIl、 P4で16.8clIlを測る。Pl13・P114. P11 7 

が本祉に伴う柱穴である可能性が考えられるが、その場合、桁行が北辺では 3問、南辺で 2問となる。

柱聞は北辺1.09.........1.16mで、平均1.14m、南辺西側が1.68m、東側が1.86mで平均1.77mとなる。P113・

P114・Pl17については深さが10"""'" 13cmと他の柱穴に比べて掘り込みが浅い。

遺物はP5より鑓と考えられる鉄製品が l点出土し、 奈良・平安時代と考えられる須恵器 ・土師器片

が出土した。
A 1'， 1'3 1'2 ;¥' B 1'5 P6 1'1 s' 

2 3 2 

()i;) 

豆⑮'v¥ 

Cゐ③ }J_.¥CJ) 
白河l初物加 易協

t世，:::j731. 9m 
1'113 

P1l4 。 1'80 2m 。 @ 
1'6 l黒色士(lOYR2/1) 小ロームブロック少量含む。 「。包10 2 にぶい黄褐色土 (lOYR6/4)黒褐色土ブロック多量含む。

116 3. 11音褐色土 (lOYR3/3) 黒褐色土ブロ ック少量含む。。。P 。P
4.黒偽色土(10YR3/1) ロームブロック少量含む。 。
5.黒色士(lOYR2/1) 暗褐色土少量含む。

1 4 
国| 6.黒褐色士 (10YR3/1) ロームブロック多量含む。

。 10cm 

第19図 F5号掘立柱建物祉遺構 ・遺物実測図

F6号掘立柱建物祉 調査区中央南寄りのDVIII.1X、 EVIII. 1xグリッ ドに位置する。桁行 3問、 梁行

2問の長方形を呈する側柱建物である。桁行5，01mX梁行4.08m、主軸はN-190 -w、面積18.61討を

測る。 柱間は桁行1.46.........1.87mで平均1.63m、梁行1.79.........2.18mで平均1.92mである。 柱穴は円形な

いし楕円形で深さは 6.........47cmである。

遺物は奈良 ・平安時代と考えられる須恵器 ・土師器片が出土した。

"<¥⑥ 。 出 |

努物務務努~訪問物

i¥' 

θ⑤ P118Q  

山。
~ P7 p， 日'

rr， '¥ 1'144 I ~-"'"'\ ，、

UJP P3 三)ー:L-
一一一一一一三一一戸一一ー一 一一一一一三---一一一一一一一 ヵクラン

劾脇~級協己反
P8 1'9 P¥O P1 

C' 

θ ~ 姦務妨Mwd揚物多少表彰

f 下司
枚、(，t:j731. 8m 

o 1 :80 2m 

1.黒褐色土(10YR3/1) しまり 弱い。

2黒褐色土 (lOYR3/1) 小ロームブロック少註含む。
3黒褐色土 (lOYR3/1) ロームブロック多盆含む。
4.にぶい黄燈色上(lOYR6/4) ロームに黒褐色土ブロック少量含む。

第20図 F6号掘立柱建物祉遺構実測図
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F7号掘立柱建物祉調査区中

央東寄りのCVI. VlI、 DVI.VlIグ

リッドに位置し、 Fll号掘立柱

建物を切る。桁行 2問、梁行 l

聞の長方形を呈する側柱建物で

ある。桁行4.88mX梁行3.64m、

主軸はN【 740 -E、面積17.6討を

測る。柱聞は桁行西側が1.29m、

東側が3.55mであるが、東側を

2間分とすれば平均1.61mとな

る。 P119が柱穴となり南辺が 3

間となる可能性も考えられるが、

その場合P5とP119聞は1.99m、

P119とP6聞は1.32mとなる。

梁行は西辺が3.64m、東辺が

3.48で平均3.56mである。柱穴

は楕円形でP2とP3は溝により連

結し、 P4とP5も溝により連結し

ていた可能性がある。深さは16

~31cmである。柱穴の切り合い

関係はないが、建物範囲がF8号

掘立柱建物土止と重なるため、時

期差を有すると考えられる。

遺物は奈良・平安時代と考え

られる須恵器・土師器片が出土

した。

Q-s 。P

⑤ P3 。
@ 
@ 

③ 
-<¥ 

⑧ に~~日円J1
~~ヨu史 mハ Jい町 。CdmI 

H5 

Fl1-P， 

B' 

P6 

A 
P120 

A' P2 Pl P3 

B P4 P118 P119 カクラン P6 B' P5 

標高 732.0m
1:80 2m 。

1.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

2.にぶい黄後色土 (10YR5/4) 黒褐色土ブロック少量含む。

3.黒褐色土 (10YR3/1)

4.黒褐色土(10YR3/1) 小ロームブロック極多量含む。

5.黒褐色土 (10YR3/1) ロームブロック含む。

5.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック多量含む。

7.暗褐色土 (10YR3/3) 小ロームブロック多量含む。

第21図 F7号掘立柱建物社遺構実測図

⑧ P3 P2 

P5 

標高 732.0m
o 1 :80 2m 

1.黒色土 (10YR2/1) ローム少量含む。

2.黒褐色土 (10YR3/1) ロームブロック多量含む。

3.明黄褐色土 (10YR6/6) 黒褐色土ブロック少量含む。

4.黒褐色土 (10YR3/1)

l 第22図 F8号掘立柱建物牡遺構実測図
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F8号掘立柱建物祉 調査区中央東寄りのCVI・刊グリッドに位置する。桁行2問、梁行 l聞の長方

形を呈する側柱建物である。桁行3.97mX梁行2.37m、主軸はN-200 -w、面積8.7mを測る。柱聞は

桁行1.77~2.20mで平均1.95m、梁行は北辺が2.37m、南辺が2.09mで、平均2.23mである。柱穴は円

形または楕円形で深さは 6~25crnである。柱穴の切り合い関係はないが、建物範囲がF7号掘立柱建物

吐と重なるため、時期差を有すると考えられる。

遺物は奈良・平安時代と考えられる須恵器・土師器片が出土した。。

⑧ 
罷制凶ミ会

ム。
Pl 

1.暗褐色土 (lOYR3/3)

2.黒色土 (lOYR2/1)

3.褐灰色土(lOYR4/1)

。標高 731.6m 
1 :80 

ローム少量含む。

2m 

小ロームブロック少量含む。

ロームブロック多量含む。

第 23図 F9号掘立柱建物吐遺構実測図

F9号掘立柱建物祉 調査区中央東端のBN.V 

グリッドに位置し、東側が調査区外に延びる掘立

柱建物祉と考えられる。南北 3間で3.85m、主軸

はN-240 -wを測る。柱聞は1.29~ 1.36mで平均

1.32mを測る。柱穴は円形で深さは38~67crnであ

る。 P2 .PS .P4において柱痕と考えられる暗褐

色土層が確認された。掘方を第 2層および第 3層

で埋めながら柱を固定したようである。

遺物は奈良・平安時代と考えられる須恵器・土

師器片が出土した。

FI0号掘立柱建物祉 調査区北東部のcm、Dll・

m'N、Em'Nグリッドに位置する。桁行 3問、

梁行 3聞の長方形を呈する側柱建物である。桁行

6.55m、梁行4.35m、面積28.9r話、主軸はN-

610 -Eを測る。柱聞は桁行で1.69~3.14mと中央

の柱聞が広くなるが、桁行を 4間分とすれば平均

1.63mとなる。梁行では西辺北側の柱穴がないため、 P4. P5聞が2.93mとなるが、それ以外は1.31

~1.53mで平均1.43mである。柱穴は円形で深さは 6 ~20crnである。

遺物は奈良・平安時代と考えられる須恵器・土師器片が出土した。

ム h h ~ー

ぜD
口 B P7 P3 B' 。 o o) nV -放後勿後務後mz勿22

pzP1 物 ZZ

Je. PsP2  c' 

@ 

九 ;坊主
⑤ P5 1 r PlO 標高 732.3m 

o 1 :802m  

。~5 rO
n 

(Q品〕 目 1 黒褐色土 (lOYR3川 小ロームプロヲク少齢む。
uln r8 1i10¥吋Z1fj Pq 2.黒褐色土 (lOYR3/1) ロームブロック多量含む。

第24図 F10号掘立柱建物牡遺構実測図
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Fll号掘立柱建物祉 調査区中央東端のCVI・刊、 DVI.刊グリッドに位置し、 F7号掘立柱建物に

切られる。桁行 2問、梁行l聞の長方形を呈する側柱建物である。桁行5.11m，梁行3.72m、面積

18.9rri、主軸はN-740 去を測る。柱聞は桁行1.40~3.68mで西側の柱聞が広くなるが、とれを 3 間分

と考えれば平均1.69mとなる。梁行は西側が3.70m、東側が3.72mで平均3.71mで、ある。柱穴は円形

で深さは8~19crnである。四隅の柱穴がF7号掘立柱建物牡と切り合い、主軸方向も同一であるととか

ら、 FllからF7への建て替えが想定される。遺物は出土しなかった。

…⑥  

q弓うpi

P3 P141 P140 Pl P121 P2 

。 P13G P5 

標高 731.9m 
o 1: 80 2m 

1.黒褐色土 (10YR3/1) 締りやや弱い。

2.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

第25図 Fll号掘立柱建物吐遺構実測図

F12号掘立柱建物祉 調査区北東端のC1 . IIグリッ

ドに位置し、東側が調査区外に延びる掘立柱建物祉と考

えられ、畝状遺構に切られる。南北 2聞で3.70m、主軸

はN-210 -wを測る。柱聞はいずれも1.85mである。柱穴

は円形で深さは 9~19crnである。

遺物は奈良・平安時代と考えられる土師器片が出土し

た。

α
 

Pl P2 P3 

F13号掘立柱建物祉 調査区中央南側のFX'XL  

GX'XIグリッドに位置する。桁行 2問、梁行 l聞の 標高 732.3m 

長方形を呈する側柱建物である。桁行3.79m、梁行 0 1 :80 2，m 

2.78m、面積9.8rri、主軸はN-760 -Eを測る。柱問は桁

行1.51~2.05mで平均1.79m、梁行はいずれも2.78mで 1.黒色土 (10YR2/1) 小ロームブロック少量含む。

ある。柱穴は円形または楕円形を呈し、深さは 8~32cm 第26図 F12号掘立柱建物社遺構実測図

である。遺物は検出されなかった。

級協級協後~

主。 @正⑧
P3 。

① 

P2 Pl 

一援物物務 1 -…一 。標高 731.3m 

1: 80 2m 

旦。P 8 @f 
1.黒褐色土 (10YR3/1) 締りやや弱い。

2.褐灰色土 (10YR4/1) 砂少量含む。
3.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

第27図 F13号掘立柱建物牡遺構実測図
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岡駅嚇きでf寝静F~i! ._ 
t 

F14号掘立柱建物祉 調査区中央西寄りのG刊・班、日刊・四グリッドに位置する。東西2問、南北

l聞の正方形を呈する側柱建物である。東西3.72m、南北3.71m、面積13.8rri、主軸はN-880 -Eを測

る。柱聞は東西1.59~2.11mで平均1.85mとなる。南北は西側が3.71m、東側が3.63mで平均3.67m
である。柱穴は円形および楕円形で深さは10~37cmである。遺物は出土しなかった。ム。 勺 。 よ ⑧ B

 

P
A
 

P2 
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Pl 
A 

4
 

nr 

n
b
 P5 ，

 

n
D
 6

 
nr 

~O ⑤ 
。主 1.黒褐色土 (10YR3/1) 締りやや弱い。

2.褐灰色土 (10YR4/1) 砂少量含む。

3.黒褐色土 (10YR3/1) 小ロームブロック少量含む。

。標高 731.6m 
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第28図 F14号掘立柱建物吐遺構実測図

第 3節土坑

Dl号土坑調査区中央西側のI刊グリッドに位置する。不整形を呈し長軸1.32m、短軸1.02m、深

さO.15m、主軸N-80 -wを測る。削平されたためか、掘り込みは浅いが底面は平坦である。遺物は検

出されなかった。

D2号土坑 調査区中央北側のEN.FNグリッドに位置する。楕円形を呈し長軸1.55m、短軸

O.89m、深さO.39m、主軸N-610 引「を測る。底面は凹凸で、ロームブロックを含む人為的に埋め戻

されたような堆積が認められる。遺物は検出されなかった。

D3号土坑調査区中央東側のDVグリッドに位置する。楕円形を呈し長軸2.27m、短軸1.19m、深

さO.39m、主軸N-700 -Eを測る。底面はほぼ平坦である。遺物は検出されなかった。
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1.黒褐色土 (10YR3/1)

1.黒褐色土 (10YR3/1)

ロームブロ yク少量含む。

2.褐灰色土 (10YR4/1)

ロームブロタク多量含む。

L黒褐色土 (10YR3/1)

ロームブロ yク少量含む。

2.にぶい黄褐色土 (10YR5/3)

ローム少量含む。

第29図 Dl~3 号土坑遺構実測図
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第4節　その他の遺構・遺物

ビット　本調査区では164基のピットが検出された。

これらのピットは調査区全域に分布しているが、切り合

い関係をもつものは少ない。平面形状は円形・楕円形・

不整形等様々であるが、埋土は黒褐色ないし褐灰色を呈

し、掘立柱建物址の柱穴埋土に類似する。ピットから出

0　　　1二4　　10cm

第30図　ピット出土遺物実測図

土した遺物はわずかであり、図化し得たのは第30図の2

点のみである。 1はP18出土の須恵器の護である。 2はP120出土の土師器の杯である。他のピット出

土遺物も奈良・平安時代と考えられる須恵器・土師器片が主体であるため、本調査区において検出さ

れたピットは、概ね奈良・平安時代の所産であると考えられる。

畝状遺構　調査区北東端のCI.Ⅱ、 DI.Ⅱ・

Ⅲ、 EI ・Ⅱ・Ⅲグリッドに位置し、東側が調査

区外に延び、北側も調査区外に延びる可能性が

ある。 F12を切る。 16本の溝により構成され、

掘り込みは4へ16c皿程度、等高線に直行するよ

うに並走している。遺物は出土しなかったが、

本址の西端が地籍境界線と重なり、主軸が地籍

や道路と平行していることから、新しい時期の

畑跡と考えられる。

流路跡　調査区中央から北西、 DⅥグリッドか

らHXⅡグリッドで検出され、 Hl号住居址や掘

立柱建物址、ピットに切られる。地形の傾斜に

沿って、北東から南西方向に伸び、埋土は黒褐

色を呈し、深さは最深部で20c皿程度である(図

版7)。遺物は検出されなかったが、形状及び土

層堆積状況から、奈良時代以前に埋没した自然

流路跡と考えられる。

遺構外出土遺物　CⅦへFXグリッドに位置し、

Hl号住居址を切る矩形の撹乱から、須恵器が出

土している。いずれもHl号住居址と重なるFⅨ

グリッドからの出土であるため、 Hl号住居址に

伴う遺物である可能性が高い。

標高　732.2血

O　　　「二80　　　2m

第31図　畝状遺構実測図

1へ3はいずれも須恵器の杯である。 1は底部回転糸切り後周囲にヘラケズリが施される。 2は切

り離し方法は不明だが底部全体にヘラケズリが施される。 3は底部へラキリ後ナデが施されるが、中

央に木目状の圧痕を留める。

第32図　遺構外出土遺物実測図

一22-

0　　　1 :80　　　2m



開伊智事務

⑭ 

中'0，
ベミ9，{(;'

4旨L

，，-'''0，9 

占bsog

.to， 
，~.(.9'1 

~1 

。

。P45

⑦ P44 

、V
q; ~ ~ 

~ 

第33図調査区分割図 l

qu 
円乙

調査区外

匂

~ 。Fl】，p，

。。

O@" 
。問。

PI05 

@ 

。
、cb

③ 

1

1

1

1

0

闇

~

跡

(

ヘ

ゴ

J

/

路

江

/

ヤ

¥

/

流

1
飢
U
¥
ω

J
/
/
f
m
e
m
h川
↑
匂

j
i
l
l
-
ム
ゐ
¥ 01:  100 2m 



@ 49 

⑨ 。 。。
(3mg  -ハ6P1∞

文J Pl0l 

F2-Pl rr:::、¥ 。
fで吉元 、必) Pl02 

¥ヲ P95 

匂| 点官同 。四 ffF1n 

rn oM171  

Lこノ丈話ご P93 0 
F3-P3 (J)判~(Q)。 F4-P4P92υrーm、 f、fぜ1¥ 

UF3-P， Q 、日'JノF3 P112 。附3

qs 降、@自附町 q ooq-b 
G中 D(Q)，… 間 οM

ζ~ 同】p， -F3-P， 問。@ぷ)~問m。 @ 。 町九刊 。図

。恥仲PlO⑥
F4-P12 。 PIES 

P14 。 F4-P， fO) 

@ mo G しン円6。P79 。F4】'P13

P74 ⑥ 

@ 
P85 lb 。m @ 

F14-P， 。
F14-P， 

⑤ 
lW 

Q) P69 

@ 。Pl

。
P67 F14-P， ノ

⑤⑮m 

跡路流

/
 

/
 /

 /
 

ノ〆

ノ
'

ノP64 

Q 

/ 

第34図調査区分割図 2

-24-

。

も
D2 

:!:..JI，匂

8 

@ 
P188 。

。1:1 00 2m 



開鵬襲警句悪銭:悪事陀: 議

丸ムダ

包三三
三三三

巴三

三三2

tニ==一一=[=士一~13J

~ミミ主主芸ミョZE

巴三三~

グ
円 82@ 。

可'/:0，決。

。 。F10-P， F10】'P， 。
F10-Pj 

@ 守psjF10目PII

@匂10-P，
P181 

。F10-P， 。 。
l仏λ1n-p 険'6'

F10目P，

Eb h 
⑥ dF 

.，/"0 

匂
』υ

ムみJ3ゲy 

③ 

。 。 。 '/:0， 

て怒52

P157 f M。@P師

、ハ 164 -_--

P121 

(Oi F8-P2 

'-/ ，，(Q) <<守i
¥Qu 。

@) 

。

グ
第35図調査区分割図 3

01:  100 2m 

民
Uつ臼



⑧ dy 品令 4F 
ド為

司良会
) 11 F6-P6~ ♂ 

(t ~2 

¥ 

¥ 
¥、

11 

8 
111 

P25にこ3
流路跡

P28 P24@  F22 

/ノグ 九ミ訟ミ¥ 1/ 
d co 

¥ 

¥ 

P21 

¥
q
j
p
 

A

口
O
)

p

対

の
Hl p， 

ハ//¥ 
¥ 

/ 

匂 iJ) φ¥ 
P32 ¥ 、、

¥ 
。¥ 。F33 問問'Pl

/。 。 。「?『、
/' P35 にばjP34 PB 

F13-P， 

。
P36 

P3日@。
(9J /~ ¥ 

P15 /の)

//-qJ1m¥ 
、、P37 

q ¥@ 。
P17 '-、、

¥ 

呉問

。目
sGIB 

¥、

。¥-
dM 

¥ 

¥ 流路跡

¥ 

¥ 

調査区外

λ叩

、毎

J 01 :  1 002m 

¥。
こ/'⑬F13-P6

、、

¥ 

((5>， ¥ 
可ご01

。
、、

、、
、、

、、

¥、

ノ

¥ 

統路跡

第36図調査区分割図4

ハりつ臼

。調
査
区
外

P2 

¥ 、、戸/

@ 

A号
~í 

}'，守

:::{?8 

み
字
、



隈F事校野?、

"̂， sv ⑧ 

r1fJ>>P154 

とき令|

ゐ扇、f!O

。P152
Q
M〉
F

@問

、「
O
J
m

(Q¥ 

降四.p，

49 
o 〈参。 。

問的冷

。

qP2 
0 

-
r3 0 

。
。

内
山

(
O
m

。
1カタラシ

健三〉
P127 

。

カクラン

~. 

-27一

(自

@ 

第37図

。Q 

P段1F町

、P145Q4

¥ 
@ 

" P143 
¥ 
¥ 

流路跡

Pl49 

、q⑮)~.-胃m同民同同
、O。…u一…

ゐ山

“ 

1:1002m 

涜路跡

¥ 

。



総括

上聖端遺跡Eが立地する田切り台地上では、東から聖原遺跡、上聖端遺跡、下聖端遺跡、上大林遺

跡などが発掘調査され、古墳時代から平安時代の大規模集落が展開していたことがわかっている。

本調査区では、竪穴住居j:Jt6棟、掘立柱建物14棟、土坑 3基、ピット 164基、畝状遺構、流路跡な

どが検出された。竪穴住居杜は 6 世紀中葉~7 世紀初頭 (H4) と 8 世紀第 3 四半期 (H 1 . H2 . H 

3・H5. H6) の2時期に区分できる。

6 世紀中葉~7 世紀初頭、聖原遺跡や上聖端遺跡 I において多数の住居祉が確認されている。この

時期急速に集落が形成されることから、とれらは自然発生的な集落ではなく、計画的に作られた集落

と考えられる。本調査区ではH4号住居祉が本期に該当する。聖原遺跡より西側の様相が不明確だが、

本調査区から上大林遺跡にかけての台地縁辺部に、当該期住居牡群が存在する可能性があり、出現期

の集落が広範囲に及んでいたことが想定される。

7世紀から 8世紀前半までの住居吐は認められないが、 8世紀後半に至り本調査区周辺が再び居住

域となる。上聖端遺跡Eでも同様の時期と考えられる住居牡 3軒が確認されており、建物の主軸が同

ーである。聖原遺跡で出土しているような官街的な遺物は認められず、住居祉の規模も比較的小規模

である。このことから本期に拡張した集落の縁辺部であったと考えられる。

6世紀から 12世紀の約600年聞に亘り台地上に展開した集落内にあって、

して機能したのは限られた期間だけだったようである。今回の発掘調査で、

えで、貴重な成果が得られた。

本調査区周辺が居住域と

集落の変遷を把握するう

第IV章

X:319ω 

⑧ 

。

006  00  

00。 守旬。

も 0 0 _ ___.oベ
ヤ口I。、o ~ ¥ 0_占

。

ν
旦…門止の一

ロ
。
ぶ

上聖端遺跡rr.m調査区全体図

。。
円
/
臼

第38図



第39図 6世紀中葉"-'7世紀初頭の住居祉分布図

!Jbて「マ メミイ

第 40図 8世紀の住居祉分布図

GJV 
?
-



遺構名 グリッド
法量 (cm)

土層 備考
長軸 短軸 深さ

P1 GXII. FXII 35.8 29.2 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P2 FXII 53.1 38.6 15.0 10YR4/1 褐灰色土

P6 FXI 35.2 27.5 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P8 FX.FXI 66.5 44.5 20.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

Pll GXI 45.6 43.1 20.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P12 IV.JV 27.4 15.8 12.0 10YR3/1 黒褐色土 H4を切る

P13 IV 57.8 31.7 17.0 10YR4/1 褐灰色土

P14 GV 38.3 27.1 23.0 10YR2/1 黒色土

P15 GX 29.9 26.5 13.0 10YR3/1 黒褐色土

P16 GX 36.3 23.2 16.0 10YR3/1 黒褐色土

P17 GX'HX 45.9 39.3 28.0 10YR3/1 黒褐色土

P18 HX 62.4 53.3 27.0 10YR3/1 黒褐色土

P19 HXI 68.6 60.4 8.0 10YR4/1 褐灰色土

P20 HX 62.2 38.2 30.0 10YR3/1 黒褐色土

P21 DX'EX 57.3 29.1 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P22 DX 28.5 26.0 8.0 10YR4/1 褐灰色土

P23 EX 77.9 30.2 13.0 10YR4/1 褐灰色土

P24 DX 69.2 23.3 17.0 10YR3/1 黒褐色土

P25 DX 24.6 20.2 4.0 10YR4/1 褐灰色土

P26 DX 28.5 19.6 8.0 10YR4/1 褐灰色土

P27 DIX.DX 37.4 25.0 9.0 10YR4/1 褐灰色土

P28 EIX 62.4 29.9 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P29 EIX 56.5 32.4 7.0 10YR4/1 褐灰色土

P31 EIX 70.3 48.4 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P32 FX 27.7 20.0 14.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P33 FX 31.0 25.0 16.0 10YR3/1 黒褐色土

P34 GX 24.5 24.4 7.0 ユOYR3/1 黒褐色土

P35 GX 26.9 22.8 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P36 GX 22.6 21.8 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P37 GX'HX 22.6 20.8 8.0 10YR3/1 黒褐色土

P38 GX'HX 52.1 39.1 13.0 10YR3/1 黒褐色土

P39 HX 37.2 28.4 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P40 HX 29.7 27.5 6.0 10YR4/1 褐灰色土

P41 HX 41.6 31.1 12.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P42 IX 37.5 25.1 26.0 10YR3/ユ黒褐色土

P43 IX 44.9 43.5 30.0 10YR3/1 黒褐色土

P44 日IX.HX 25.2 20.8 9.0 10YR4/1 褐灰色土

P45 H区 34.3 31.0 15.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P46 HIX.HX 43.8 32.9 25.0 10YR3/1 黒褐色土

P47 日区 63.3 39.2 17.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームプロッタ含む

P48 HIX 46.1 37.4 10.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロヴク含む

P49 日区 49.1 39.8 17.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P50 HIX 57.5 43.5 43.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P51 H区 39.6 25.8 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P52 HIX 40.2 34.5 24.0 
10YR3/1 黒褐色土

10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P53 IIX 34.4 34.0 14.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P54 IVJ[ 45.3 44.8 15.0 10YR3/1 黒褐色土

P57 GIX.HIX 34.6 33.0 20.0 10YR3/1 黒褐色土

第 1表ピット計測表1
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遺構名 グリッド
法量 (cm)

土層 備考
長軸 短軸 深さ

P58 HVJ[ 26.1 13.2 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P60 HVJ[ 52.2 24.2 12.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P61 GVill 73.7 33.0 6.0 10YR3/1 黒褐色土

P63 GVill 33.2 32.7 13.0 10YR4/1 褐灰色土

P64 GVill 38.9 34.9 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P66 GVill 43.4 35.0 10.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P67 GVill 48.7 46.9 16.0 10YR3/1 黒褐色土

P68 GVill 24.8 24.7 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P69 GVlI 29.2 19.4 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P70 FVill 40.3 35.3 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P71 FVill 45.0 34.4 24.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P74 HVlI 45.0 36.9 14.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P76 IVII 38.0 29.9 22.0 10YR3/1 黒褐色土

P77 IVII 38.7 33.4 16.0 10YR3/1 黒褐色土

P78 HVI 32.3 25.2 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P79 G百 .HVI 36.7 29.8 13.0 10YR4/1 褐灰色土

P80 GVI 40.8 37.4 17.0 10YR3/1 黒褐色土

P81 GVI 30.9 23.5 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P82 G羽 28.6 24.1 15.0 10YR3/1 黒褐色土

P83 FVI 64.5 39.1 34.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P84 HVI 70.8 34.2 30.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P85 HVlI 25.7 24.8 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P86 HVI 74.2 41.7 8.0 10YR4/1 褐灰色土

P87 GV 45.5 31.7 13.0 10YR4/1 褐灰色土

P88 GV 53.8 52.9 30.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P90 GV 28.9 25.9 29.0 10YR3/1 黒褐色土

P91 GV 41.2 34.6 27.0 10YR3/1 黒褐色土

P92 GIV'GV 31.8 27.4 13.0 10YR4/1 褐灰色土

P93 GIV 26.8 17.7 8.0 10YR4/1 褐灰色土

P94 GIV 50.4 45.4 29.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P95 HIV 48.2 35.0 28.0 10YR3/1 黒褐色土

P96 FV 41.4 28.0 26.0 10YR3/1 黒褐色土

P97 HV 60.6 54.6 30.0 10YR3/1 黒褐色土

P98 日IV 50.2 48.2 23.0 10YR4/1 褐灰色土

P99 日IV 44.9 24.6 6.0 10YR4/1 褐灰色土

P100 日IV 101.7 81.3 19.0 10YR3/1 黒褐色土

P101 HIV 55.9 46.5 16.0 10YR4/1 褐灰色土

P102 日IV 26.8 21.1 25.0 10YR3/1 黒褐色土

P103 IVII 43.3 30.3 9.0 10YR4/1 褐灰色土

P104 HVlI 24.9 20.7 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P105 HVlI 47.1 31.7 7.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P106 IVII 21.7 16.8 14.0 10YR3/1 黒褐色土

PI07 HVlI. HVJ[ 72.9 35.6 13.0 10YR3/1 黒褐色土

P108 IV 24.9 23.0 11.0 10YR4!1 褐灰色土

P109 GVlI 23.5 20.2 20.0 10YR3/1 黒褐色土

Pll1 FVlI 33.2 27.7 10.0 10YR4/1 褐灰色土

P112 GIV 32.7 28.3 10.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P113 BVill 41.0 34.7 10.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P114 BVill.BlX 43.3 34.9 14.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

第2表 ピット計測表2
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遺構名 グリッド
法量 (cm)

土層 備考
長軸 短軸 深さ

P115 BlX 36.9 35.8 25.0 10YR3/1 黒褐色土 P116に切られる

P116 BlX 41.9 37.2 32.0 10YR3/1 黒褐色土 P115を切る

P117 BlX 36.6 26.6 13.0 10YR3/1 黒掲色土

P118 CVlI. DVlI 55.7 45.3 8.0 10YR3/1 黒褐色土

P119 CVlI 
1.10YR3/1 黒褐色土 Fll干5を切る

71.0 64.5 14.0 
2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P120 EVI 90.6 47.9 24.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

1.10YR3/3 暗褐色土 F7圃P2を切る

P121 DVI 52.1 41.5 27.0 2.10YR3/1 黒褐色土ロームブロック少量含む

3.10YR3/1 黒褐色土ローム多量含む

P122 BVlI 52.1 38.4 23.0 10YR3/1 巣褐色土

P123 D¥江 .DX 45.1 37.1 25.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P124 DlX 32.1 21.7 12.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P125 DlX 38.2 31.8 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P126 DlX (44.17) 51.0 13.0 10YR3/1 黒褐色土 カクランに切られる

P127 DlX 86.7 46.7 20.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P128 CVJn. ClX 29.1 25.7 13.0 10YR3/1 黒褐色土

P129 C区 27.7 25.2 6.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P130 BlX.BX (80.78) 42.9 8.0 10YR3/1 黒褐色土 南側調査区外

P131 BVJn 25.1 21.2 7.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P132 BVJn 35.8 26.5 8.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P135 CVlI 45.3 34.1 17.0 10YR3/1 黒褐色土

P136 DVlI 23.5 21.8 5.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P140 DVI 74.9 53.1 17.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.lOYR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P141 DVI (39.13) 49.1 
1.10YR3/1 黒褐色土 F7-P2・P3に切られる

37.0 
2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P143 DVJn 20.3 18.5 8.0 10YR3/1 黒褐色土

Pl44 DVJn 16.6 10.7 6.0 10YR3/1 黒褐色土

P145 DVJn 31.2 29.7 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P146 DVJn 32.0 30.7 9.0 10YR3/1 黒褐色土

P147 EVJn 42.0 33.9 15.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P148 DVJn 39.8 (18.91) 24.0 
1.10YR3/1 黒褐色土 F6 -P 1に切られる

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P149 DVlI 36.4 21.1 14.0 10YR3/1 黒褐色土

P150 DVlI 51.4 44.0 17.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P151 CVlI 33.3 28.5 20.0 10YR3/1 黒褐色土

P152 BVlI 20.0 15.7 5.0 10YR4/1 褐灰色土

P153 BVlI 32.0 28.7 12.0 10YR3/1 黒褐色土

P154 BVlI 51.3 44.3 18.0 10YR3/1 黒褐色土

P155 EVI 53.0 41.6 25.0 10YR3/1 黒褐色土

P156 EVI 31.5 26.6 12.0 10YR3/1 黒褐色土

P157 DVI 42.9 27.6 14.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P158 EY.E'¥江.FY.FVI 17.7 15.1 5.0 10YR3/1 黒褐色土

P159 EY 52.4 1917.0 9.0 10YR3/1 黒褐色土

P160 BY 45.2 33.8 目7.0 10YR3/1 黒褐色土

第 3表ピット計測表3
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遺構名 グリッド
法量 (cm)

土層 備考
長軸 短靴 深さ

P161 BV 44.4 40.6 25.0 10YR3/1 黒調色土

P162 DV 30.2 26.8 8.0 10YR3/1 黒褐色土

P163 CV 52.1 35.2 14.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P164 CV 24.9 23.6 10.0 10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P165 CV 43.1 40.3 12.0 10YR3/1 黒褐色土

P166 CV 40.2 28.6 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P167 ClV 28.2 25.2 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P168 FV 38.8 37.0 36.0 10YR3/1 黒褐色土

P169 FV 30.8 25.5 30.0 10YR3/1 黒褐色土

P170 GlV 25.7 21.9 11.0 10YR3/1 黒褐色土

P171 GlV 50.1 43.3 11.0 10YR3/1 黒褐色土

P172 GlV 33.1 28.1 20.0 10YR3/1 黒褐色土

P173 FlV 28.1 28.1 11.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P174 GIIT 45.2 36.3 20.0 
1.10YR3/1 黒褐色土

2.10YR3/1 黒褐色土 ロームブロック含む

P175 DlV 29.0 23.0 12.0 10YR3/1 黒褐色土

P176 DlV 22.6 21.4 10.0 10YR3/1 黒褐色土

Pl77 BlV 'ClV 37.0 35.1 20.0 10YR3/1 黒褐色土

P181 ElV 48.6 36.6 10.0 10YR3/1 黒褐色土

P182 EIIT 33.2 23.4 10.0 10YR4/1 褐灰色土

P183 BVII' CVII 28.3 26.9 27.0 10YR3/1 黒褐色土

P184 AVI 23.8 20.1 9.0 10YR3/1 黒褐色土

P185 ClV 29.0 27.8 8.0 10YR3/1 黒褐色土

P186 BlV 87.2 (69.96) 10.0 10YR3/1 黒褐色土 F9-P2を切る・東側調査区外

P187 EVI 26.9 24.1 10.0 10YR4/1 褐灰色土

P188 EVI 29.2 23.9 7.0 10YR3/1 黒褐色土

P189 AVII.AVJIl (31.75) (12.63) 17.0 10YR3/1 黒褐色土 東側調査区外

P190 B羽 29.1 (22.44) 24.2 10YR3/2 呆褐色土 ローム少量含む 日6に切られる

第4表ピット計測表4

遺構 No 器種 器形
口径

法量 成形・調整

底径 器高 内面 外面

1 須恵器 杯 13.5 7.7 3.6 ロクロナデ・火棒痕 ロクロナデ・底部回転糸切り

2 須恵器 杯 (12.8) (6.4) (3.4) ロクロナデ ロクロナデ

3 須恵器 杯 (12.6) (3.0) ロクロナデ ロクロナデ

4 須恵器 有台杯 13.1 9.3 4.1 ロクロナデ
ロクロナデ・底部回転糸切り後周辺部ヘラ

ケズリ・高台貼り付け

5 須恵器 杯蓋 (2.2) ロクロナデ ロクロナデ・天井部回転ヘフケズリ

6 土師器 杯 (4.0) 暗文 ロ縁ヨコナデ・ヘラケズリ

7 土師器 杯 (14.4) 8.1 5.4 ヘフミガキ・黒色処理 ロクロナデ・底部手持ちヘフケズリ

日l 8 土師器 意 (25.6) (8.7) ロクロナデ ロクロナデ・ヘフケズリ

9 土師器 蜜 (21.0) (20.6) ヘラナデ ヘフケズリ

10 土師器 蜜 (19.6) (10.0) ヘフナデ ヘフケズリ

11 土師器 蜜 (20.2) (7.1) ヘフナデ ヘフケズリ

12 土師器 費 (21.0) (14.0) ヘフナデ ヘフケズリ

13 土師器 費 (5.2) (6.9) ヘラナデ ヘフケズリ

14 土師器 蜜 (7.4) ヘフナデ ヘフケズリ

15 土師器 蜜 (12.0) ヘフナデ ヘフケズリ

第 5表遺物観察表1
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遺構 No 器種 器形
法量 成形・調整

口径 底径 器高 内面 外面

1 須恵器 苦手 (14.0) (8.4) 3.4 ロクロナデ・火棒痕
ロクロナデ・火棒痕・

底部手持ちヘラケズリ

2 須恵器 有台部 (17.2) (9.6) 6.7 ロクロナデ ロクロナデ・高台貼付

3 須恵器 壷 (17.0) (2.8) ロクロナデ ロクロナデ

日2 4 土師器 杯 (15.4) 6.4 5.8 ヘフミガキ・黒色処理 ロクロナデ・底部手持ちヘフケズリ

5 土師器 杯 (14.3) (7.0) 3.8 ヘフミガキ ヨコナデ・ヘフケズリ

6 土師器 壷 (12.8) (6.6) ヘラナデ ヘフケズリ

7 土師器 蛮 (22.2) (9.3) ヘラナデ ヘフケズリ・口縁ヨコナデ

8 土師器 蜜 (23.0) (7.6) ヘフナデ ヘフケズリ

l 須恵器 蓋 (18.2) (1.6) ロクロナデ ロクロナデ

2 須恵器 褒 (7.3) ロクロナデ 平行タタキ
H3 

3 土師器 蜜 (5.0) (4.5) ヘフナデ ヘフケズリ

4 土師器 護 (4.0) (6.6) ヘフナデ ヘフケズリ

l 土師器 均t 15.2 10.5 5.5 ヘフミガキ ロ縁ヨコナデ・底部ナデ・ヘフケズリ

2 土師器 杯 (13.8) (13.0) (3.9) ヘフミガキ ヘフミガキ

3 土師器 杯 8.4 (4.1) ヘラミガキ ヘラケズリ・ヘフミガキ

日4
杯部ヘフミガキ・黒色処

4 土師器 高杯 14.3 (14.4) 理、脚部ヨコナデ・ヘラ ヘラミガキ

ケズリ

5 土師器 壷 (8.4) (7.9) ヘフケズリ・ヘフミガキ ヘフケズリ・ヘフミガキ

7 縄文土器 深鉢 (8.2) ヘフケズリ・ヘフミガキ ヘラケズリ・ヘフミガキ

1 須恵器 郎 (13.8) (8.0) 3.6 ロクロナデ ロクロナデ・底部ヘフケズリ

2 須恵器 蓋 (12.2) (1.1) ロクロナデ ロクロナデ・天井部回転ヘフケズリ

日5 3 須恵器 蜜 (3.3) ロクロナデ ロクロナデ・櫛描波状文

4 土師器 蜜 (7.3) ヘラナデ ヘラケズリ

5 灰粕陶器 (4.2) (0.9) ロクロナデ・施粕 ロクロナデ・施紬・底部回転ヘラケズリ

l 須恵器 杯 (14.4) (5.8) (3.6) ロクロナデ・火棒痕
ロクロナデ・火棒痕・底部回転糸切り・

体部下端ヘラケズリ

2 須恵器 蓋 (16.4) (1.8) ロクロナデ ロクロナデ・天井部回転ヘフケズリ

3 須恵器 褒 (26.2) (5.5) ロクロナデ ロクロナデ

4 須恵器 き菱 (5.7) ロクロナデ ロクロナデ・平行タタキ

5 須恵器 饗 (7.5) 当具痕・ナデ 平行タタキ

6 須恵器 壷 (1.9) ロクロナデ ロクロナデ・刺突文

日6 8 土師器 護 (23.6) (30.6) ハケ ヘフケズリ

7 土師器 号室 (22.0) (21.8) ロクロナデ・ハケ ロクロナデ・ヘフケズリ

9 土師器 蜜 (20.0) (11.1) ヘラナデ ヘフケズリ

10 土師器 嚢 20.9 (11.2) ヘフナデ ヘフケズリ

11 土師器 蜜 (21.0) (9.3) ヘフナデ ヘフケズリ

12 土師器 護 (22.0) (7.9) ヘフナデ ヘフケズリ

13 土師器 護 (20.8) (12.6) ヘフナデ ヘラケズリ

14 土師器 き襲 (3.8) (11.6) ヘフナデ ヘラケズリ

15 土師器 羽竿一巳2丘 一(17.5) ロクロナデ ロクロナデ・ヘラケズリ

第6表遺物観察表2
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法量 成形・調整
遺構 No 器種 器形

口径 底径 器両 内面 外面

P18 1 須恵器 餐 (3.5) ロクロナプ ロクロナデ

P120 2 土師器 均て (14.4) (3.2) ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ・火棒痕・底部回転糸切り・

1 須恵器 杯 (13.2) (6.6) (3.6) ロクロナデ・火棒痕 外周手持ちヘラケズリ

カク ロクロナデ・

フン
2 須恵器 向く (13.4) (7.8) (3.5) ロクロナデ 底部手持ちヘラケズリ

3 須恵器 珂t (7.6) (0.6) ロクロナプ ロクロナデ

第7表遺物観察表3

法量
遺構 No 器種 器形

長さ 中高 厚さ 重量
石材 備考

16 石器 打製石斧 (12.7) (6.6) 2.1 (217.9) 安山岩 刃昔日欠損、 自然面残る

H1 17 鉄製品 鍛 13.0 3.6 0.6 24.4 鍛身五角形、ほぽ完形

18 鉄製品 刀子? (9.8) 1.9 0.4 (13.2) 両端欠損

9 石器 磨石 5.8 3.8 3.4 110.4 安山岩 全体に磨痕、上端部は敵打痕か
H2 

軽石製品 軽石 全体に磨痕10 石器 5.8 3.3 2.4 36.5 

日4 6 石器 敵石 7.9 6.3 4.2 260.5 花闘岩
正面と縁辺に敵打痕

(正面の傷はガジリ)

6 石器 支脚石 25.6 9.6 10.5 671.0 軽石 加工痕あり

7 石器 軽石製品 (6.8) 4.7 2.5 (31.9) 軽石 下部欠損、全体に磨痕
日5

石器 軽石製品 軽石 全体に磨痕8 9.0 5.9 3.8 117.1 

9 石器 石鍛 (2.6) 1.4 0.5 (1.3) 頁岩 先端一部欠損

16 鉄製品 刀子 (7.9) 1.0 (0.3) (5.1) 茎部欠損
日6

(8.6) (5.0) (3.8) (168.9) 砂岩 上部欠損、砥面数日、下側2商に条痕17 石器 砥石

F5-P5 1 鉄製品 不明 (6.4) (0.8) (0.4) (4.4) 片端欠損

第 8表遺物観察表4
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調査区西側完掘状況 (南から )

調査区西側完掘状況 (北から )
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調査区東側完掘状況 (南から)
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調査区東側完掘状況
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Hl号住居祉完掘(南から)

Hl号住居祉掘方完掘(南から)

H2号住居祉完掘(南から)

H2号住居祉掘方完掘(南から)

日 1号住居吐カマド完掘(南から)

H2号住居I止カマドセクション(南から)

H2号住居祉Plセクション(東から)



H3号住居吐完掘(東から)

H4号住居祉完掘(南から)

H5号住居士tI:完掘 (南から)

H5号住居祉掘方完掘(南から)
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H3号住居士止掘方完掘 (東から)

H4号住居祉掘方完掘 (南から)

H5号住居祉カマ ド完掘(西から)

H5号住居祉カマド掘方完掘(西から)
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H6号住居士止完掘(南から)

H6号住居祉カマド完掘(南から)
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H6号住居おJ:カマ ド掘方完掘(南から)

F2号掘立柱建物祉完掘(南から)

H6号住居祉カマド周辺遺物(南から)

H6号住居祉掘方完掘 (南から)

Fl号掘立柱建物吐完掘(東から)

F3号掘立柱建物I止完掘(東から)



F4号掘立柱建物i止完掘(東から)

F5号掘立柱建物士止完掘(南から)

F7号掘立住建物I止完掘(東から)

F9号掘立柱建物士止完掘 りヒから)
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F3・F4号掘立柱建物土l上完掘(東から)

F6号掘立住建物祉完掘 (北から)

F8号掘立住建物祉完掘(東から)

F10号掘立柱建物祉完掘(東から)
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Fll号掘立柱建物祉完掘(南から)

F14号掘立柱建物祉完掘(南から)

Dl号土坑完掘(南から)

D3号土坑完掘(南から)

F13号掘立柱建物祉完掘(南から)

F12号掘立柱建物祉・ 畝状遺構完掘(西から)

D2号土坑完掘 (南西から)

流路跡セクショ ン (南から)
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調査

調査
調査

北緯 東経 (面ぱ積) 所 在 地 市町村 遺跡番号
期間 原因

さくしなカtとろ

佐久市長土日
360 1380 20130513 高齢者

1 74-1 イ也 20217 9 17ノ 28' ~ 1，189 複合施

15" 32" 設建設20130606 

種 別 主な時代 主な 遺構 主 な 遺 物 特記事 項

竪穴住居牡 6軒

古墳時代 掘立柱建物牡 14軒 縄文土器、土師器、
集落吐

奈良時代 土坑 3基 須恵器、石器、鉄製品

ピ ツ ト 164基

佐久市北部の田切り台地上、標高730m内外に展開する古墳時代~奈良時代
の集落牡であり、竪穴住居牡 6軒、掘立柱建物祉 14軒等が検出された。
本調査区東側では古墳時代~平安時代の大集落遺跡である聖原遺跡等が調査
されており、本調査区も聖原遺跡から続く集落の一部である。

佐久市埋蔵文イじ財調査報告書 第 226集

長土呂遺跡群 上聖端遺跡E
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